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序　　文
京都には数多くの有形無形の文化財が今も生き続けています。それら各々の歴史は長

く多岐にわたり、京都の文化の重厚さを物語っています。こうした中、地中に埋もれた

文化財（遺跡）は今は失われた京都の姿を浮かび上がらせてくれます。それは、平安京

建設以来 1200 年以上にわたる都市の営みやその周りに広がる姿をも再現してくれます。

一つ一つの発掘調査からわかってくる事実もさることながら、その積み重ねによってよ

り広範囲な地域の動向も理解できることにつながります。

財団法人京都市埋蔵文化財研究所は、こうした成果を現地説明会や写真展、考古資料

館での展示、ホームページでの情報発信などを通じて広く公開することで市民の皆様へ

京都の歴史像をより実態的に理解していただけるよう取り組んでいます。また、小学校

などでの地域学習ヘの成果の活用も、遺物の展示や体験授業を通じて実施しています。

今後、さらに埋蔵文化財の発掘調査成果の活用をはかっていきたいと願っています。

研究所では、平成 13年度より一つ一つの発掘調査について報告書を発刊し、その成果

を公開しています。調査面積が十数平方米から、数千平方米におよぶ大規模調査まであ

りますが、こうした報告書の積み重ねによって各地域の歴史がより広く深く理解できる

こととなります。

このたびマンション建設工事に伴う伏見城跡の発掘調査成果を報告いたします。本報

告書の内容につきましてお気付きのことがございましたら、ご教示たまわりますようお

願い申し上げます。

末尾ではありますが、当調査に際して御協力と御支援をたまわりました多くの関係者

各位に厚くお礼と感謝を申し上げる次第です。

平成 17年５月

財団法人　京都市埋蔵文化財研究所

所　長　　　川　上　　　貢
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伏　見　城　跡

１．調査経過
調査地は、京都市伏見区下板橋町・鷹匠町・竹中町に所在する酒造会社の工場跡地である。当

地は桃山時代から江戸時代の伏見城城下町西端部付近に該当し、付近には町名の由来ともなった

竹中貞右衛門や佐々信濃守などの武家屋敷の推定地が点在する。また、下板橋通を隔てた敷地北

側には、奈良時代前期の寺院、板橋廃寺の推定地が所在する。周辺ではこれまでに、当地の南方

約 100 ⅿの伏見中央図書館や、その南でのマンション建設、そして北西約 200 ⅿの呉竹文化セン

ター建設に伴う発掘調査などが実施されており、桃山・江戸時代の遺構や、一部では平安時代の

遺構が検出されている。板橋廃寺については、京都市立伏見板橋小学校内で発掘調査が実施され

ているが、明確な遺構は検出されていない。

発掘調査に先立ち、京都市埋蔵文化財調査センターにより、遺構確認のため７箇所のトレンチ

を設定し試掘調査が実施された。その結果、敷地東寄りの５区および６区で遺構が確認されたため、

この２つの試掘トレンチを中心に東西約 13ⅿ、南北約 60ⅿの調査区を設定し、発掘調査を実施

－�－

図１　調査位置図（１：2,500）



した。

上部の近現代層を重機で排除し、その

後、江戸時代後期・桃山時代から江戸時

代前期の２面について調査を行った。調

査区北部では、江戸時代後期の土層はほ

とんど認められず、現表土下約 0.6 ⅿで

桃山時代から江戸時代前期の土壙や小柱

穴群および少数の奈良時代の土壙などを

検出した。調査区中央部では、江戸時代

前期や後期の土取などで遺構面が著しく

削平されていたが、奈良時代の竪穴住居

を１棟検出した。また南部では、桃山時

代の東西方向の溝や東西および南北方向

の柱穴列などを検出した。

－�－

図４　試掘トレンチと調査区配置図（１：1,000）

図２　調査前全景（北から） 図３　作業風景（北から）



２．遺　　構
現表土下約 50㎝までが近・現代層で、その下部に江戸時代後期の土層を検出した。この層は厚

さ約 20㎝前後で、それを取り除いた表土下約 70㎝前後で桃山時代から江戸時代前期の遺構を検

出した。また、この面では奈良時代の遺構も検出している。ただし、このような堆積状況が確認

できたのは、調査区北端から約 15ⅿ付近までに限られ、それ以南では工場施設の撤去工事によっ

て表土下１ⅿあるいはそれ以上破壊されている部分も多く、調査区の南約３分の２の範囲では、

現代層を排除した時点で桃山時代から近代までの遺構を同一面で検出した。地山は、北部および

南部では砂層が主体だが、調査区中央部では粘性の強い黄褐色砂泥が厚く堆積しており、これを

採取したと思われる土取跡が多数確認できた。

今回の調査で検出した遺構は総数 577 基で、このうち出土遺物などから時期の判明したものは

336 基である。時期別にみると、奈良時代のものが 13基、桃山・江戸時代のものが 152 基、江

戸時代後期のものが 148 基、近・現代のものが 26基である。主要な遺構について概説する。

竪穴 SB564（図５、図版２- １）  調査区中央部やや北寄りに検出した奈良時代の住居跡。平面形

は一辺約４ⅿの方形で深さは約 0.2 ⅿ。明瞭な床面や壁溝は認められない。約 1.9 ⅿ間隔で計４

基の柱穴を検出した。

土壙 SK372　調査区北部東壁沿いに検出した南北 0.6 ⅿ、深さ 0.1 ⅿ程の皿状の土壙で、土師

－�－

図５　SB564 実測図（１：50）



－ �－

図６　東壁土層図（１：100）



－ �－



－ �－

図７　遺構平面図（１：300）



器皿・杯、須恵器甕片など奈良時代前期の土器類が出土している。

井戸 SE335　調査区北部西端で検出した井戸。東半分のみを確認。掘形は検出面では南北 3.1

ⅿだが南側に約0.7ⅿの段があり、それより下方は2.0ⅿとなる。深さは2.4ⅿ。構造は不明である。

17世紀初頭の土器類が出土している。

井戸 SE214　調査区南部に位置する井戸。上部を江戸時代後期の土壙 SK207 に切られており

約 1.2 ⅿ程が残存していた。掘形は径 1.2 ⅿの円形。石材などは残っておらず構造は不明である。

17世紀中頃の土器類が少量出土。

溝 SD287（図８、図版３- １）  調査区南部で検出した東西方向の溝。西半の北肩部が土取りで壊

されていたが、調査区の東西幅いっぱいの約 12ⅿを確認した。幅約 2.5 ⅿ、深さ 0.9 ⅿで、東半

では底部南寄りに約 0.8 ⅿ間隔で Pit が並

ぶ。

柵１（図９、図版３- ２）  SD287 の約

８ⅿ北側に検出した東西方向の柱穴列。

柱間は 1.45 ⅿ等間で７間分を確認した。

柱掘形は径 0.3 ⅿ前後で深さは Pit342 を

除く他は 0.4 〜 0.5 ⅿ。

柵２（図９、図版３- ３）  柵１の柱穴列

の西から３基目の Pit342 から北へ延びる

南北方向の柱穴列。柱間は 1.15 〜 1.9 ⅿ

と不揃いだが、Pit342 が他の Pit に比べ

0.8 ⅿと非常に深く掘り込まれており、こ

の部分で東西方向の柱穴列に接続してい

たものと思われる。

炉跡 SX400（図 10、図版２- ２）  調査

区中央やや南寄りの西壁沿いに検出した

炉（竈？）跡。平面形大小の円形を南北

－�－

図８　SD287 断面図（１：50）

図９　柵列１・２実測図（１：100）



に並べたような形状を呈し、それぞれの中央が

窪む。埋土は灰や炭片・焼土を含んだ黒灰色の

粘質土で、周辺および底部がわずかに焼結し赤

変していた。立ち上がり部が全く残存していな

かったため上部の構造は不明である。南北 1.8

ⅿ、東西 1.0 ⅿ。

土取穴群　桃山・江戸時代前期の一群と江

戸時代後期の一群がある。前者に属す SK338・

349・352 などは平面形や底部の形状が変則的

で、深さは砂礫層の分布に応じて変化している。

これらは、ほぼ調査区中央部に集中している。

それぞれからは 17 世紀代の土器類が出土して

いるが、いずれも少量である。後者は調査区中

央やや北よりから南部にかけて分布しており、

SK18・30・37・201・229 など平面形が方形の整ったものが多い。埋土に多量の鉄滓・炭化物・

鞴羽口を含む。これらの土壙は整った平面形に対して、底部の形状が下層の遺構を避け、暗褐色

と茶褐色の粘質土だけを掘りとった結果変則的になったものが多いことから、新規炉材構築用の

土取りと廃棄炉材や鉄滓の廃棄を兼ねて掘られたものと思われる。

土壙 SK207　調査区南部で検出した。東西 4.0 ⅿ、南北 3.5 ⅿ、深さ 2.1 ⅿと規模が大きく、

土器類を多量に含んだ暗灰色の粘質土が堆積していた。炉材などを廃棄した土壙群とは性格を異

にする土壙である。

－�－

図 10　SX400 実測図（１：50）

表１　遺構概要表



３．遺　　物
遺物の大半は土器・陶磁器類で、その他に瓦、鞴羽口・坩堝などの土製品がある。江戸時代後

期に属するものが最も多く、桃山・

江戸時代前期のものがそれに次ぐ。

奈良時代の土器類は土壙や包含

層から出土したが、その総量はわ

ずかで小片が多い。土師器杯 C（１ 

・３）・杯 A（２）・皿（４）・甕、須

恵器甕（５）などがある。

桃山・江戸時代前期の遺物はひ

とつの遺構からまとまって出土し

たものは少なく、SE335 のもの以

外では土取りの土壙から散発的に出土しており、ここではそれらをまとめて記述する。

16世紀末〜 17世紀前期に位置づけられる土器類は総数 3,004 片あり、その内容と比率は表３

の通りである。

土師器には皿、小壷、鍋、羽釜がある。皿には皿 S（16

〜 30）、皿 Sb（11 〜 15）、皿 N（８〜 10）など京都

中心部のものと共通するものと底部内面に圏線を持た

ないタイプ（31〜 46　仮に皿 Xとする）がある。皿

Sはさらに口径で３群に分けることができる。皿 Xに

は圏線を施さないものの形態的には皿 Sと類似する皿

X１と皿 X２（35・36）があるが、皿 X１は皿 S 同

様に口径で３群に分けられる。皿 Sあるいは皿 Sb と

皿Sの組み合わせに影響を受けた構成の可能性がある。

この皿Ｘはこれまでの伏見城下での調査でも出土例が

あるが、洛中ではほとんど確認されておらず、洛中に

土師器を供給していた生産地の製品とは異なるもので

ある。

瓦器には火入れ蓋（51）、燈火器（52）、壷蓋（53）、

壷（54）、甕（95）がある。51の外面は非常にていね

いに磨かれている。

焼締陶器には備前壷（55・56）・擂鉢（57）、信楽擂

鉢（59・60）、丹波盤（58）などがある。焼締陶器の

中では擂鉢が最も多く、約７割を占めている。

陶磁器類には瀬戸・美濃の製品や唐津、少数の輸入

－�－

図 11　奈良時代の土器実測図（１：４）

表２　桃山・江戸時代前期の土器類構成



－ 10－

図 12　桃山・江戸時代前期の遺物実測図 - １（１：４）



陶磁器のほか図示していないが伊万里染付などがあ

る。瀬戸・美濃の製品には灰釉丸皿（61 〜 65）、絵

志野皿（66）、灰釉ソギ皿（67・68）、天目椀（69〜

72）、織部丸椀（73）、灰釉椀（75）、黄瀬戸椀（74）、

小杯（80）、鉢（76〜 78）、灰釉徳利（81）、鉄釉鉢（79）、

水注（82）、擂鉢（83）などがある。唐津には灰釉小

杯（84）、椀（85・86）、皿（87・88）、絵唐津皿（89）、

藁灰釉鉢（90）などがある。

輸入陶磁器では明染付椀（91・92）、白磁皿（94）

のほか李朝の白磁皿（93）が１点出土している。
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図 13　桃山・江戸時代前期の遺物実測図 - ２（１：４）

図 14　SK71 出土瓦器甕実測図（１：８）



17 世紀後半〜 18世紀前半および 18世紀後半以降の土器類は、総破片数にして 11,312 片出土

している。それぞれの内容と比率は表４に示した通りである。これらは当該期の各遺構から出土

しているが少量ずつの出土例が多く、ここでは 18世紀後半に属する多量の土器類がまとまって出

土した SK207 出土土器類について概説する。

SK207 から出土した土器類には、土師器・瓦器・焼締陶器のほか京焼や伊万里など各種の施釉

陶磁器がある。土師器には皿 Sb（96・97）、皿 S（98〜 103）、皿 N（105）、小壷（104）、丸底

鉢（106）、火鉢（108）、焙烙（109・110）、十能（111）などがある。この SK207 を含め江戸

時代後期の遺構から出土した土師器の皿の中には皿Xの系統に属するものは全く含まれておらず、

洛中で出土する製品と共通するものばかりである。瓦器には燈火器の蓋（107）とミニチュアの

羽釜（112）のほか火鉢の小片があるが、それらを含めても総量はわずかである。焼締陶器には

備前建水（115・116）・擂鉢（121）、丹波壷（117・118）・徳利（120）、信楽擂鉢（121）がある。

施釉陶器には軟質施釉陶器灯明皿（113・114）、瀬戸灰釉火入れ（122・123）・皿（125）・長石

釉鉢（124）、唐津刷毛目片口（126）、京焼鉄釉鍋（127・128）・灰釉椀（129 〜 136）・銹絵椀

（137 〜 144）・色絵椀（145 〜 151）がある。伊万里の製品には染付皿（152 〜 156）・椀（157
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表３　江戸時代後期の土器類構成
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図 15　SK207 出土遺物実測図 - １（１：４）
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図 16　SK207 出土遺物実測図 - ２（１：４）



〜 160・166・167）・小杯（161・162）・佛飯器（164）・火入れ

（168）のほか白磁佛飯器（163）、青磁椀（165）などがある。

第２章でふれたように江戸時代後期の複数の土壙から鞴の羽口

が多量に出土した。SK218 から出土した２点を図示しておく。外

径が 11㎝と９㎝前後の２種があるが、他の遺構から出土したも

のもすべてこの２種に限られており、先端部には鉄が溶着してい

る。

また土器類以外では軒瓦や道具瓦がある。瓦１・４〜６には金

箔が施されていた痕跡が認められる。瓦１と瓦６が SK349、瓦

２と瓦５が SK352、瓦３が SK257、瓦４が SK338 など江戸時代

前期の土取穴から、瓦７が SK207、瓦８が SE26、瓦９が SK229
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図 18　瓦類拓影・実測図（１：４）

図 17　鞴羽口実測図（１：４）



など江戸時代後期の遺構からの出土である。

４．ま  と  め
今回の調査によって検出した遺構は、わずかな奈良時代のものを除くと、桃山時代以降のもの

に限られる。奈良時代の遺構は竪穴１棟と土壙および包含層を一部で確認しただけであるが、御

香宮付近で行った以前の調査で奈良時代の遺物が多量に出土していることや、今回の調査地北方

に推定されている板橋廃寺との関連など、周辺の当期の状況が今後明らかにされてゆくことが期

待できる。

近世伏見の成立期である桃山時代の遺構は、調査区北部で一部検出したものの、江戸時代以降

の遺構群によって破壊されており、特に調査区中央部以南ではほとんど検出できなかった。また、

江戸時代前期の遺構は２基の井戸・溝・柵などのほか大半が土取りと思われる不整形な土壙が主

体で、武家屋敷や町屋などの存在は確認できなかった。北部の遺構の状況からみて桃山時代には

ある程度の土地利用がなされていたものと考えられるが、伏見城下の西端に近いこともあり、江

戸時代の早い段階で土取りが行われるような空閑地となっていたのかもしれない。そして、江戸

時代後期の製鉄関連の遺構も、こうした状況を前提に成立した可能性が高い。
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表４　遺物概要表
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